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地域住民と勤労者の皆様に、良質で安全な医療を提供します。

● 患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を提供します。
● 地域医療機関との連携を重視し、中核病院として高度専門医療を担います。
● 働く人々の健康を守り、治療と仕事の両立を支援します。
● 患者さんに寄り添う心と、高い技能を兼ね備えた医療人を育成します。
● 経営基盤が安定し、働き甲斐のある病院づくりを目指します。
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皆様、新年あけましておめでとうございます。
新型コロナもようやく落ち着きを見せ、院内でも散発的に患者は発生するもの
の、ほとんどが軽症で大きなクラスタになることなく比較的短期間で鎮静化しま
す。むしろ今はインフルエンザの方が脅威かもしれません。病院経営もようやく
暗いトンネルを脱し、コロナ禍前を超える水準まで回復しつつあります。当院の
強みである整形外科を中心に、がん診療、救急医療にも注力し、一層の立て直し
を図っていきたいと考えています。
2023 年８月末には病院機能評価３rdG:Ver.3.0 を受審し、手術材料のリユースの
件を除いて大変高い評価を受け、無事終了しました。手術材料のリユース問題は、
SDGs の観点、材料の安定供給、医療費抑制、そして病院経営面からも早急に解決
すべき課題です。材料の強度、感染面での安全性が強調されてはいますが、そもそも単回使用はメー
カー側の利益を優先した経営戦略に端を発しています。リユース促進のための再製造単回使用医療
機器制度は存在しますが、現時点ではその適用は極めて限定的です。今後、本制度の適用拡大やオ
リジナルメーカー以外の参入促進が期待されるところです。
当院の使命のひとつに勤労者医療の充実があり、その一環として治療就労両立支援にも積極的に
取り組んでいます。令和元年度から全疾患が対象となっていますが、令和４年度の支援実績は 72 件
（脳卒中 12 件、がん 3件、整形疾患他 57 件）と毎年着実に増加しています。是非、本制度をご活用
いただければ幸甚です。
また、９月に医療連携懇談会、10 月に京都医師会との合同症例検討会を４年ぶりに開催しました。
日頃ご紹介を頂いている地域の先生方と直接顔を合わせ、お話しする機会を得ることができまして、
大変貴重な時間でした。今後も緊密な連携を維持しながら、地域医療に積極的に貢献したいとの意
を改めて強くしました。引き続き皆様からの暖かいご指導、ご支援を賜りますようよろしくお願い
いたします。

謹んで新春のお慶びを
� 申し上げます

九州労災病院院長

三浦　裕正



脳神経センター
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1.	 脳神経センターとは？

九州労災病院では、脳神経外科、脳血管内
科、脳神経内科が中心となり「勤労者脳神経
センター」として包括的な医療を行っていま
す。脳神経外科（3名）は動脈瘤クリッピン
グ術、バイパス術などの外科手術を、脳血管
内科（4名）は脳梗塞に代表される内科投薬
加療を行い、疾患が脳炎、多発性硬化症など
神経難病であった場合は神経内科（2名）医
師が担当しています。昨今急速に発達してい
るカテーテル治療（脳梗塞に対する機械的血

栓回収術、動脈瘤コイル塞栓術など）に関し
ては、脳神経外科と脳血管内科にそれぞれ専
門医が在籍しており内科外科共同で治療を
行っています。また神経疾患は急性期からリ
ハビリテーション行う必要がありリハビリ
テーション科医師（3名）が発症早期から治
療に携わっています。
画像診断においては放射線科、小児疾患の
場合は小児科など多科にわたる先生方の支
援、協力でセンターが運営されています。

2.	 多職種カンファレンス

平日朝のカンファレンスで医師だけでなく
看護師など含めた多職種の立場から議論し自
分の科の患者さんだけでなくセンター全体の

患者さんの治療方針や手術適応を決定してい
ます。脳梗塞の原因となる内頚動脈狭窄症を
例にとると 1. 投薬治療（脳血管内科）2. 内

ICS の治療写真

脳神経センター長　芳賀　整
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頚動脈内膜剥離術（脳神経外科）3. 頚動脈
ステント留置術（カテーテル治療）の大きく
3つの方針がありますが、担当医師が自分だ
けで治療方針をきめず、それぞれの専門医が
話し合いの上、最適な治療方針を決定してい

ます。外科治療決定の際も内科の先生の意見
を取り入れるのが最大の特徴であり毎日顔を
あわせ病棟も同じだからこそできる当セン
ターの強みになっています。

3.	 適切な治療方針と安全確実な治療を目指します

内科医、開頭手術および脳血管内治療（カ
テーテル治療）それぞれの専門医が相談のう
えで最適な治療方針を決定しています。負担
のかかる外科治療を行う際は術中の脳波、運
動誘発電位、感覚誘発電位などの電気生理学
的モニターを検査部の協力で行い、麻痺など
の合併症を極力避けるようにしています。ま
た患者さんの高齢化が進んでいるため可能で
あれば、カテーテル治療や脳出血に対する神
経内視鏡手術などの低侵襲治療を行うように
しています。

4.	 脳卒中チームとは？

脳卒中は早く的確な診断を行い治療につな
げることが何より大切です。
救急専門医、脳神経外科医、脳血管内科
医、脳血管内（カテーテル）治療医からなる
チームで当直もしくは 24時間オンコール体
制をとり素早く対応できるシステムをとって
います。特に脳血管が詰まって脳梗塞を起こ
しても発症早期にカテーテルで血栓を回収す
る（機械的血栓回収術）と劇的に症状が改善
するため積極的に治療を行っています。早期
治療のためには患者さんに早期受診していた
だかないといけないため、救急隊との連携だ
けでなく、脳卒中教室などで一般の方に対す
る脳卒中の啓蒙活動も行っています。
脳卒中治療は病院内だけで完結するもので
はありません。早期受診だけでなく、発症後

のリハビリテーション、脳梗塞再発予防、ま
たそのための生活習慣病コントロールも大切
です。コロナ禍で滞っていましたが、一般の
方に対する脳卒中教室のみならず、開業の先
生方々との連携や勉強会なども再開し力を入
れていきます。
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2024 年から脳血管撮影装置が最新の機
器に更新されます。
入れ替え工事期間中（2024 ／ 3月下旬
から 5月 GW開け）は連携の先生方にご

迷惑おかけいたしますが、更新後はより良
い安全なカテーテル検査、治療が行うこと
ができるようになります。何卒よろしくお
願い致します。

追　伸

脇坂（脳血管内科）　田中（脳外科）　原田（脳外科）

脳血管撮影脳血管撮影
カテーテルは内科、カテーテルは内科、
外科協力して行ってます！外科協力して行ってます！
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令和3年度の症例内訳

疾患名 症例数
低身長 41人
性線異常 34人
甲状腺疾患 11人
肥満 2人
尿崩症 2人
骨代謝性疾患 2人
心身症 21人
アレルギー性疾患 10人
呼吸器感染症 13人
消化器感染症 7人
尿路感染症 2人
不明熱 2人
てんかん性疾患 16人

おしらせ
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直通電話

E - m a i l 

093-475-9686

代表電話 093-471-1121

センター長

F　A　X

renkei.renk-k@kyushuh.johas.go.jp

患者サポートセンターＳＴＡＦＦ

お問い合わせ先

093-473-5903

中島　 信能副 院 長

入退院支援部門

入退院支援部門
社 会 福 祉 部 門

共　通

地 域 連 携 部 門

社 会 福 祉 部 門 坂出　友美／豊嶋　奈保子Ｍ Ｓ Ｗ

地 域 連 携 部 門 事 　 務

薮田　万喜師 　 長

患者サポートセンター

〒800-0296 北九州市小倉南区曽根北町１－１

ホームページ　
https://www.kyushuh.johas.go.jp

TEL 093-471-1121（代表）
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貫貫

九州労災病院
労 働 者 健 康 安 全 機 構

診療案内
午前8時15分～午前11時受付時間

急患は24時間随時受け付けます救急受付

午前8時45分～午後5時15分診療時間

土曜日・日曜日・祝日
年末年始（12月29日～1月3日）

7,700円
診療情報提供書のご持参を
お願いしております

休診日

初診時
選定療養費

　平素より皆様には患者さんのご紹介をいた

だきますとともに、小児科診療にご協力いただ

き、この場をお借りして感謝申し上げます。

　当科の診療体制をご紹介いたします。本年度

から赴任した小川と、昨年度から引き続き小児

科で勤務されている多久医師により、一般小児

科診療、従来から力を入れております小児内分

泌代謝疾患、また産科との協力のもと新生児へ

の診療をおこなっております。さらには小児感

染症や不明熱、自己炎症性疾患でお困りの患者

さんについても是非ご相談いただければ幸い

です。昨年度皆様からご紹介いただきました患

診療科紹介

小児科

者さんの疾患の内訳は別表に記載しております。ご覧の通り、内分泌疾患を中心に、ア

レルギー性疾患、感染症が多い傾向にあります。今年度も引き続き幅広い疾患を対象と

して、日々診療に邁進してまいります。

　去年度まで当科におられた河田医師、中村医師の退職に伴い現在2名の小児科医師で

診療を行っているため、通常の勤務時間外や休日の対応は難しいこともあります。当院

のみで診療が難しい患者さんについては、近隣の医療施設や産業医科大学病院との連

携を図りながら、最適な医療を提供していきます。

　当院は内科や外科のみならず、小児科診療で併診することの多い耳鼻科や皮膚科、眼

科などのほか、昨今増加傾向にある精神科も備えており、可能な限り当院で診療を完結

できる体制にあります。患者さんの負担を少なく、かつ安全で効率的な医療を提供でき

るように尽力いたします。

地域住民と勤労者の皆様に、良質で安全な医療を提供します。

● 患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を提供します。
● 地域医療機関との連携を重視し、中核病院として高度専門医療を担います。
● 働く人々の健康を守り、治療と仕事の両立を支援します。
● 患者さんに寄り添う心と、高い技能を兼ね備えた医療人を育成します。
● 経営基盤が安定し、働き甲斐のある病院づくりを目指します。
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加藤　大成／二見　誠司／桑　恭平／
今林　みゆき／藤田　敦子／宮本　弘子

在宅でみる
真皮を超える褥瘡のケア

日　時 　令和６年2月15日（木）19：00～
講　師 　皮膚・排泄ケア　認定看護師　下畑　由美

場　所 　九州労災病院 3階講堂＆WEB（Zoom）開催

� ※ お問い合わせは地域連携部門まで

九労地域医療勉強会のお知らせ


